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技術部工作班研修 

開催日：令和 2 年 3 月 24 日 
場所 ：ものづくり工房 

研修内容：NEJE MASTER 20W の使用方法と実践 

1） 制作にあたり NEJE Wiki で制御ソフトをダウンロードする
2） PC と加工機を繋げて電源を入れてから driver、software をダウンロード

※これを行わないと制御ソフトが起動しない恐れがある！！
3） さらにソフト起動時も加工機にアクセスするので、加工機の電源が入っていないとこのソフトは起動

時エラーメッセージが出ます。
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起動後の初期画面 
1） ここで加工したい画像ファイル（jpg gif bmp など）をドラッグしてくる

2） 制御ソフト内の画像ファイル
※クリックすると STEP1 に移動
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3） Gcode を使用した加工画面

4)制御ソフト内の Gcode ファイル
※クリックすると STEP1 に移動（このファイルは二値化の選択と STEP4 にはいきません）
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1）STEP１ 画像が決まったら、OK ボタンを押す
2）戻るボタンがないので間違えた場合は STEP 画面の右上の×で画面を消して一からやり直します

1） STEP2 大きさを設定する
※ただし、拡縮時縦横固定になってるので縦だけ横だけ伸ばすことはできない
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2） 二値化方法の選択
※レーザーのパワーで色の濃淡を表示する場合はレーザーの強度調整が難しい。本制御ソフトには加
工中にレーザーの強度を調整する機能がないので 2 値化して黒点の粗さで濃淡の調整をする。ドット
が見える反面、中間調が制御しやすい 

3） 切断や輪郭加工では・・・
※写真加工と違い部品などの切り出しや輪郭のみの加工を行うときは Gcode による加工をする。線
をなぞって加工するため加工精度もよく時間も早い。CAM（Fusion360 など DXF ファイル）で作成
した Gcode（.nc データ）を変換するソフトウェア GRBL などが使う（誤作動するって噂も・・・） 

1） STEP4 文字を入れる。
※青で囲われたところに文字を入れる。
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2） 右下の Font の設定します。その次に insert をクリックしマウスを任意の位置に移動（文字も一緒に
ついてくる）決定のクリックを押すと表示される。ただ画像と一体化してしまうので注意。

24



1）最終画面で以下の設定を行う。設定を間違えると材料が燃えます！！
① 加工範囲および原点を決める（どちらで設定しても OK）
② 加工回数を決める （写真であれば 1 回 切断であれば複数回必要）
③ LaserPower を決める（写真は 10～30％ 切断は 80～100％）
④ 照射時間を決める （写真であれば 10～20ｍs 切断は 80～100ms）1ms⇒0.001 秒
⑤ その他の設定 （デフォルトで OK）加工時に加工機が動く場合には変更した方がいいです

○①  

1） Slow or fast⇒仕上がり速度
2） Set laser brightness when at idle⇒移動時の LED の明るさ

⓵ 

⓹ 
⓷ 

⓶ 

⓸
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3） Sensitivity of motion detection⇒動作時の機敏さ
3） 加工範囲で決める

※このモードになると加工機が画面の寸法の輪郭をなぞるように動きます
この動きに合わせて材料を置く若しくは右側のカーソルで移動させる（一度の移動距離も設定できる） 

4） 加工原点で決める
※このモードになると加工機は場面の中心の位置に移動します
この中心に合わせて材料を置く若しくは右側のカーソルで移動させる（一度の移動距離も設定できる） 
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すべての設定ができれば加工開始ボタンを押す 
切断で 10 分から 30 分ほど 
表面加工であれば Gcodemodel であれば数分 画像であれば数十分かかります 

ここで注意！！ 
①レーザーは 20W ですがこれはレーザーの出力ではなく入力です。

20W のレーザーの場合出力は 5.5W なのをお忘れなく
②加工時には必ず端材や複数個の試料を用意し試し彫りして設定の確認をしてください
③火災の可能もあるので気を付けましょう
④加工時の煙や臭いが充満する可能性があるのでこまめに換気しましょう

参考文献 
電子工作専科のぐうたラボ HP 

JENE Wiki HP 

1）付属画像
レーザーの照準の設定差による加工表面違い
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2）レーザーから物体までの標準距離と各加工時の堀の深さ 

3）加工できる材料一覧 

※ガラスも表面にシールまたは塗装をすれば加工も可能
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年度  



令和元年度 資格取得者 

資格名 環境計量士（濃度関係） 

登録者氏名 須澤 啓一 

国家資格実施機関 国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

登録年月日 令和元年 8月 30日 
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令和元年度 パソコン相談室利用実績 

令和元年 4 月 1 日～令和2 年 3 月 31 日 

１．相談室開室場所 

技術部室内パソコン相談室 

２．相談室開室時間（窓口相談） 

教職員 

学生 

月曜日～金曜日 

（休業日除く） 
9:00～12:00 13:00～17:00 

３．相談受付件数 

令和2 年 3 月 31 日現在（窓口・メール・電話相談すべて含む） 

相談者 相談件数(前年比) 

学生 94(-3 ) 

教職員 22 (+ ) 

合計 2 (+ ) 

＊教職員・学生向けの相談は随時、電話・メールでも相談受付けを行っている。 

＊後期からパソコン相談室の Twitter を開始し学生への情報提供を行っている。 
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各 種 会 議 ・ 委 員 会 名 簿



各 種 会 議 ・ 委 員 会 名 簿

会議・委員会 成員 

会議 技術部長 部長 

会議 

技術部長 部長 度 職 大学 支援グループ長 

研 支援グループ長

会議 各 に る技術職員(技術 員・ 用職員も ) 

全 会議 技術部長およ 全技術職員 

研修委員会   田 田  

報委員会 大  一  一 長   三   

地域貢献委員会 杉野 豪 須澤 啓一 徳田  奨 田  
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技術部報告 2  

 年  

  090-8507 

北見 165 地 

    (0157)26-9314 技術部  
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